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要 約 

本研究の目的は，投球動作中の肩甲骨周囲筋群の筋活動特性を検討することとした．対象は，肩関節

に既往のない健常男子大学生 9 名とした．適切なウォーミングアップの後，被験者はオーバーヘッドスロー

にて 10 球全力投球を行った．ピッチング相については，ハイスピードデジタルカメラを用いて分析し，5 相を

分析対象とした．対象筋は，ワイヤ筋電図にて，大菱形筋，小菱形筋 ，棘上筋，棘下筋，表面電極にて，

僧帽筋上部／中部／下部，前鋸筋を計測した． 小菱形筋および大菱形筋はいずれも deceleration phase

にて early cocking や late cocking phase よりも有意に高い筋活動であった（P<0.05）．また，前鋸筋は late 

cocking phase が early cocking や deceleration phase よりも有意に高い筋活動であった（P<0.05）．これらの

結果から，大・小菱形筋，前鋸筋などの肩甲胸郭関節が投球動作中の肩関節や肩甲骨の安定性保持に貢

献していることが示唆された． 
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